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区分 （1）当初の計画以上に進展している。
理由
　「研究実績の概要」でも示したとおり、既にある程度進めていた資料の収集・整理が予定以上に進み、研究成果を発表する媒体の公刊時期に研究の進行がうま
くかみ合ったため、予想していた以上の学術的成果を初年度において示すことができた。
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　今年度は、学校建築に関する資料の収集・分析が進み、当初の予定以上の研究成果をおさめることができた。収集した資料は、戦後以降における（１）学校建
築に関連する書籍・政府刊行物・博士論文277点、（２）学校建築を主題とする建築関連雑誌の特集８９件、（３）その他学校建築に関連する先行研究、（４）
資料（１）（２）に関連する建築学者・建築家の著作・論文という四種の資料である。これらの資料を分析し、（１）学校建築の量的整備を志向した戦前・戦後
～１９７０年代、（２）オープンスペースを備えた学校が全国的に増えた１９８０年代、（３）より微細な「アクティビティを誘発する学校建築」が登場した１
９９０年代中盤以降という展開を整理したうえで、社会学的な観点からそうした学校建築が各時期において、どのような主体化を志向する装置としてあったのか
を検討した。 
　また、学校建築の見学については、１９９０年代以降の学校建築に大きな影響を与えた建築家グループ・シーラカンスの手がけた学校を見学し（福岡県・博多
小学校、宮城県・迫桜高校）、資料において示されている学校建築の様態について、実際の空間構成を体感し、理解を深めることができた。さらに、近年の学校
建築におけるポイントとなっている「アクティビティの誘発」は、学校建築以外の空間設計においてもみることができると考えられたため、公園や図書館、複合
施設といった各種公共空間のフィールドワークも行った。

４．補助事業期間

職
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（令和元年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計3件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　2件）

2019年

2019年

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし 無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
現代思想

牧野智和 47(13)

 ５．発行年
反省性・巻き込み・個別解 : 続・参加のテクノロジーとその行く先
 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

128-141

有

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
ソシオロゴス

 １．著者名  ４．巻

現代学校建築における主体化のモード : 「ポスト規律訓練」的学校空間の組み立てとその系譜
 ２．論文標題

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
 オープンアクセス  国際共著

105-139

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

学校建築に関する資料を既に一部収集していたことと、未収集の資料にかかった経費が予想よりも少なかったことによる。しかし、研究を進めていくなかで、学
校建築の様態を分析するにあたっては、住宅やオフィス、公共空間といった他のビルディングタイプ／空間設計の様態と比較考量する必要性が認識されたため、
次年度においてはこうした新たに必要となった資料の収集を中心に使用していく予定である。

 １．著者名  ４．巻
牧野智和 43

 ５．発行年

　2020年度以降における新資料に加え、当初は学校建築を手がけた人物へのインタビューや、そのコネクションを用いた学校のさらなる見学を考えていたが、コ
ロナウイルスの感染拡大防止のため、学校見学は少なくとも今年度は困難である可能性が高い。そのため今年度は、学校建築の建築手法として近年注目を集めて
いる参加型建築について、そのルーツや具体例の考察を行いたい。

８．今後の研究の推進方策
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2019年

〔学会発表〕　計1件（うち招待講演　1件／うち国際学会　0件）

2019年

〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

日本教育社会学会第71回大会（招待講演）

 ４．発表年

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
人間生活文化研究

ワークショップの社会学はどのように可能か――「反省性」を手がかりにして

 ３．学会等名

 １．発表者名
牧野智和

 ２．発表標題

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
 オープンアクセス  国際共著

162-167

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし 無

 １．著者名  ４．巻
牧野智和 29

 ５．発行年
「計画性」という希望:―学校建築研究における西戸山小学校への評価をめぐって―
 ２．論文標題
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